
6 5

治
水
と
環
境
保
全
を
両
立
し
、
I
C
T
を
駆
使
し
た
ダ
ム
工
事

ダ
ム
建
設
の
新
た
な
未
来
を
拓
く

安あ

威い

川が
わ

ダ
ム
建
設
工
事

環
境
保
全
の
利
水
も
担
う

全
国
で
も
珍
し
い

都
市
型
ダ
ム

取
材
班
が
最
初
に
訪
れ
た
安
威
川
ダ
ム

資
料
館
は
、
ダ
ム
軸（
ダ
ム
堤
体
の
中
心

線
）延
長
線
上
の
西
側
高
台
に
あ
り
、
主

要
工
事
現
場
を
見
渡
せ
る
。
約
1
0
0
ｍ

下
の
河
床
部
で
は
、
ま
る
で
玩
具
の
ミ
ニ

カ
ー
の
よ
う
に
見
え
る
巨
大
な
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
が
行
き
交
い
、
堤
体
の
盛
立
て
工

事
が
こ
れ
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
の
資
料
館
で
ダ
ム
建
設
の
経

緯
や
概
要
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

安
威
川
ダ
ム
は
死
傷
者
61
名
、
浸
水
家

屋
約
２
万
５
千
戸
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
1
9
6
7
年
7
月
の
北
摂
豪
雨

災
害
を
契
機
に
ダ
ム
の
建
設
計
画
が
立
案

さ
れ
た
。
1
9
8
8
年
に
国
庫
補
助
事
業

に
採
択
さ
れ
工
事
着
手
、1
9
9
9
年
に

用
地
買
収
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
水
道
水

源
と
し
て
の
機
能
が
見
直
さ
れ
る
な
ど
紆

余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、2
0
1
4
年
に
本
体

工
事
が
始
ま
っ
た
。

ダ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
す
ぐ
南
側
に
市

街
地
が
広
が
る
全
国
で
も
珍
し
い
都
市
型

ダ
ム
で
あ
る
こ
と
と
、
計
画
段
階
か
ら
環

境
改
善
容
量（
94
万
㎥
）を
位
置
付
け
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ダ
ム
は
大
き
な

1
9
6
7
年
の
北
摂
豪
雨
災
害
か
ら
半
世
紀
、

安
威
川
ダ
ム
は
今
、

ダ
ム
堤
体
の
盛
立
て
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。

取
材
班
は
、
洪
水
調
節
の
ほ
か

計
画
段
階
か
ら
環
境
改
善
目
的
も
備
え
た
ダ
ム
機
能
や

I
C
T
技
術
を
駆
使
し
た
工
事
に
着
目
し
て

安
威
川
ダ
ム
の
工
事
現
場
を
視
察
し
た
。

出
水
を
減
ら
し
て
洪
水
調
節
を
行
う
が
、

同
時
に
日
頃
生
じ
る
小
さ
な
出
水
も
減
ら

し
て
し
ま
う
た
め
、
下
流
河
川
の
環
境
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
そ
の
た
め

既
設
ダ
ム
で
も
環
境
保
全
の
た
め
に
貯
め

た
水
を
一
時
的
に
流
す〝
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
〟

を
弾
力
的
な
運
用
で
行
っ
て
い
る
が
、
安

威
川
ダ
ム
は
計
画
段
階
か
ら
環
境
保
全
の

た
め
の
貯
水
量
を
備
え
た
初
め
て
の
ダ
ム

と
な
る
。「
安
威
川
ダ
ム
の
環
境
保
全
の
成

果
が
、
今
後
の
ダ
ム
事
業
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
」（
大
阪
府
安
威
川
ダ
ム
建
設
事

務
所 

江
原
竜
二
所
長
）こ
と
か
ら
、
将
来

の
ダ
ム
建
設
の
試
金
石
に
も
な
る
事
業
で

も
あ
る
。

都市型ダムの安威川ダムは、ダム完成後もその周辺地域を多くの人々に活用してもらうことを目
指している。大阪府と茨木市が連携して、ダム建設によって生まれるダム湖畔を観光レクリエー
ションの拠点として整備する検討が進められている。

安威川ダムは、淀川水系安威川の大阪府茨木市北
部に建設する治水ダムで、100年に 1回の大雨に対
応する治水対策の重要な事業となる。河川改修とダ
ム建設により時間雨量80ミリ程度の大雨で想定され
る被害（洪水氾濫面積23.6㎢、浸水家屋約6万8
千戸、被害額約1兆1,600億円）を防ぎ、市街地や
公共施設、道路や鉄道などを守ることができる。

100年に1回の大雨に
対応する治水対策の要

「安威川ダム」

安威川ダム周辺の地域づくり

大阪府、安威川ダム JV、ＮＰ
Ｏ団体、デザイナーやアーティ
ストなどで構成される「安威川ダ
ムファンづくり会」を発足し、将
来のダム周辺の保全と活用に
向けた取り組みを進めている。

●安威川ダム 
　ファンづくり会

ダムカードの配布や、
茨木市と茨木市観光
協会による安威川ダ
ムカレーの開発など、
PR活動にも積極的
に取り組んでいる。

●安威川ダム 
　PR活動

安威川ダム資料館で説明を受ける取材班。

１.安威川ダム資料館は、ダムの関連資料の閲覧、展望広場からの工事の見学のほか、文化教室やワークショッ
プなど地域交流の場としても活用されている。2.資料館前の展望広場で、工事現場を見渡しながら説明を受ける。
3.堤体の左岸から下流側を望むと、茨木の市街地や大阪市内のビル群が見える。
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安
威
川

安
威
川
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正
川
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正
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山
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川

山
田
川

神崎川神崎川

茨木川茨木川

東
海
道
新
幹
線

浸水被害を
防ぐ地域

安威川ダムカレーは、ダム周辺や茨木市の
中心市街地のレストランなどで販売され、注
文の方には、安威川ダムカレーカードがもれ
なく付いてくる。

レ
ポ
ー
ト
・
最
前
線

●工 事 名 称：安威川ダム建設工事
●施 工 場 所：大阪府茨木市大字生保地内 ほか
●発 注 者：大阪府 安威川ダム建設事務所
●施 工 者：大林組・前田建設工業・奥村組・
　　　　　　 日本国土開発 特定建設工事共同企業体
●工 期：2014年3月24日～ 2022年6月30日

下流から見たダム完成イメージ
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近
傍
の
岩
石
・
土
砂
で
堤
体
を
つ
く
る

経
済
的
な
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

安
威
川
ダ
ム
で
採
用
さ
れ
た
ダ
ム
型
式

は
、
岩
石
と
土
砂
（
ロ
ッ
ク
材
）
な
ど
で
つ
く

る
「
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
」
だ
。
特
に
、
中
心

に
水
を
通
し
に
く
い
粘
土
質
の
土
砂
（
コ
ア

材
）を
使
っ
て
水
を
せ
き
止
め
る
型
式
を「
中

央
コ
ア
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
」
と
呼
ぶ
（
下

図
参
照
）。大
阪
府
の
江
原
竜
二
所
長
は「
ロ
ッ

ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
に
比
べ
て
基
礎
地
盤
に
か
か
る
単
位
重
量

が
少
な
い
の
で
、
基
礎
地
盤
を
深
く
掘
ら

な
く
て
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
分
、
堤
体
（
ダ
ム
本
体
）
の
体
積
は
大

き
く
な
り
ま
す
が
、
安
威
川
ダ
ム
で
は
近
く

か
ら
良
質
の
ロ
ッ
ク
材
、
コ
ア
材
が
採
取
で

き
る
こ
と
で
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
」
と
説
明
さ
れ
る
。

安
威
川
ダ
ム
の
堤
体
体
積
は
京
セ
ラ
ド
ー

ム
大
阪
の
約
2
杯
分
と
な
る
2
2
2.
5
万

㎥
。
ロ
ッ
ク
材
は
ダ
ム
か
ら
数
キ
ロ
の
上
流
で

採
石
さ
れ
る
砂
岩
を
、
コ
ア
材
は
ダ
ム
サ
イ

ト
の
す
ぐ
近
く
か
ら
採
取
さ
れ
る
大
阪
層
群

の
粘
性
土
を
使
用
し
て
い
る
。

ダ
ム
で
培
っ
た
技
術
と
法
制
度
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

ダ
ム
建
設
は
、
堤
体
の
ほ
か
に
、
河
川
や

道
路
の
付
け
替
え
、
大
規
模
掘
削
や
地
盤

造
成
、
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
な
ど
の
地
盤
改
良
、

常
用
洪
水
吐
き
の
ト
ン
ネ
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
な
ど
土
木
工
事
の
あ
ら
ゆ
る
要

素
が
あ
る
。
ま
た
、
建
設
に
至
る
ま
で
に
移

転
さ
れ
る
住
民
の
皆
様
へ
の
補
償
や
、
代
替

地
の
造
成
な
ど
、
様
々
な
制
度
を
適
用
し

て
、
地
域
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

1
9
9
9
年
か
ら
用
地
買
収
、
水
源
地

対
策
、
検
証
作
業
、
現
場
工
事
と
安
威
川

ダ
ム
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
大
阪
府
の
江
原

竜
二
所
長
は
、「
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
わ
が

I
C
T
を
駆
使
し
た
工
事
で

品
質
と
効
率
を
高
め
る

取
材
班
は
非
常
用
洪
水
吐
き
や
取
水

放
流
施
設
な
ど
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

工
事
を
見
学
し
た
あ
と
、
堤
体
の
盛
立
て

現
場
に
向
か
っ
た
。
ダ
ン
プ
や
バ
ッ
ク
ホ
ー

（
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
）
な
ど
巨
大
な
建
設
機

械
が
作
業
す
る
現
場
は
、
基
準
の
位
置

や
高
さ
を
示
す
「
丁ち

ょ
う
張は

り
」
は
一
切
な
く
、

ま
る
で
埋
立
現
場
の
よ
う
だ
。
J
V
の
鎌

田
知
仁
所
長
か
ら
「
重
機
に
付
け
た
セ
ン

サ
で
敷
き
均
し
の
高
さ
や
位
置
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
管
理
し
、
重
機
の
モ
ニ
タ
ー
に

表
示
し
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
モ
ニ
タ
ー

で
確
認
し
て
施
工
し
て
い
き
ま
す
の
で
丁

張
り
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
を
受

け
、
実
際
に
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。

安
威
川
ダ
ム
で
は
堤
体
基
礎
の
掘
削
、

材
料
採
取
工
、
盛
立
て
、
ま
た
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
温
度
管
理
、
品
質
管
理
な
ど

に
I
C
T
技
術
を
駆
使
し
て
、
工
事
品

質
と
作
業
効
率
を
大
幅
に
高
め
て
い
る
と

い
う
。

国
の
公
共
事
業
に
お
け
る
技
術
と
法
制
度

の
集
大
成
」
と
言
わ
れ
る
。「
安
威
川
ダ
ム

で
培
っ
た
技
術
や
法
制
度
の
適
用
事
例
の
一

つ
ひ
と
つ
を
若
い
世
代
の
人
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
、
こ
の
ダ
ム
に
関
わ
っ
た
者
の
使
命

で
す
。
そ
の
思
い
を
持
っ
て
自
然
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
国
土
保
全
と
安
心
な
暮
ら
し
に

寄
与
す
る
ダ
ム
を
一
日
で
も
早
く
完
成
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

取 材 を 終 え て

ダム建設は、規模が大きいというだけ
でなく、様々な土木技術を駆使する工
事であることを改めて認識しました。そ
の技術や知見を次の世代に伝えてい
くことが使命であるという大阪府の江
原竜二所長のお話も感動的でした。

Technical report

ダ
ム
建
設
は
、
長
年
の
知
見
と
最
新
の

技
術
を
駆
使
す
る
土
木
工
事
の
集
大
成

１.JV工事事務所から見る取水施設の工事現場。2.コア材の盛立て現場で施
工状況を確認・指示する鎌田JV所長（右）。3.ＧＮＳＳや各種センサで検知した
情報をモニタ―画面に表示し、盛立て施工をするバックホーなどの建設機械をＩＣ
Ｔで管理している。4.取水放流施設などのコンクリート構造物の工事が進んでい
る左岸側を視察。5.地山の安定のために打たれたグラウンドアンカー。 1

α（アルファ）システム（転圧管理システム）

転圧ローラーに加速度センサを取り付けて、転圧時の
加速度応答で地盤剛性・締固め度をリアルタイムに判定
し、面的かつ定量的に盛土の品質を管理する。

ドローン写真測量

ドローンで撮影した建設現場の写真を解析することで 3
次元地形データを作成。

●安威川ダム堤体・
　標準断面図

●ダムと貯水池の諸元
ダム堤体

取材協力：大阪府 安威川ダム建設事務所 
所長 江原 竜二さん（左）、安威川ダム JV工事
事務所 所長 鎌田 知仁さん（右）

１.式典のようす（くす玉開披） 2.JV関係者による礎石搬入
3.祝辞を述べる吉村知事

（安威川ダム資料館横の広場に設
置されたダムフォトフレームにて撮影）

型　式 中央コア型
ロックフィルダム

高　さ 76.5 m

長　さ 337.5 m

体　積 222.5 万 m³

総貯水容量 1,800万 m³

洪水調節容量 1,400万 m³

不特定
利水容量

240万m³
（環境改善容量94万m³）

堆砂容量 160万 m³

2

34

5

2020年11月14日、大阪府の吉村洋文知事、国土交通
省、茨木市、安威川ダム JVなど関係者が出席し、礎石（建
造物の基礎となる石）を据えて安威川ダムの工事の安全と
早期完成を祈念する定礎式がダムサイトで執り行われた。

定礎式が執り行われる

位置情報を用いた
建設機械の管理・操縦システム

GNSS（全球測位衛星システム）や各種センサを用
いて建設機械の位置や軌跡情報、操作を管理して、
施工管理を行うシステム。建設機械の操縦席のモニ
ター画面に、施工する部分の完成形と刃先位置を表
示し、オペレーターはモニター画面のガイドを確認しな
がら建設機械を操作できる。

安威川ダムで使われる
主要な ICT技術
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